
 
かさま陶芸の里マラソン大会 

                                   スポーツ振興課 

 
１． 目的 

だれでも気軽に参加できるマラソンを開催し，多くの人々に楽しく走る機会を提供するとともに，

大会を通じて，健康と体力づくりと交流に寄与する。 
 

 
２．内容 

距離は，２．５km，３．５km，５．０km，１０．０km のコースを設定するとともに，参加

部門は，年齢・学年ごとに親子，小学生，３９歳以下，４０～４９歳以下，５０～５９歳以下，

６０歳以上の区分で２５部門を設定し，市民が幅広く参加できるようにしている。 
 

 
３．実施状況 
（１）大会参加者について 
・第１回大会（平成１８年度） ２，３９５人エントリー 
・第２回大会（平成１９年度） ２，９３２人エントリー 
・第３回大会（平成２０年度） ３，３９７人エントリー 
・第４回大会（平成２１年度） ３，８１６人エントリー 

（２）運営体制について 
  かさま陶芸の里マラソン大会を開催するため「かさま陶芸の里マラソン大会実行委員会」を

組織し，笠間市，笠間市教育委員会，笠間市体育協会，笠間市体育指導委員協議会が共催して

いる。 
係員については，上記共催加盟団体及び笠間市交通安全協会，ボランティア等の協力を得て

運営を行っている。 
（３）開催期日，場所について 
    開催期日  平成２１年１２月２０日（日） 

場  所  笠間芸術の森公園及び市内道路 
（４）コース設定について 
 １０km コースについて，22 年度から笠間稲荷神社前を通るコース設定を行った。 
 

 
４．内部評価 

笠間市のイベントとして定着し，参加者も年々増加しており，市民参加型のスポーツとして位

置付けも高いため継続実施する。 
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５．外部評価委員会の意見 
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○他の団体との連携もスムーズのようであるし安全対策にも配慮が認められる。これまで事故の

報告もないことなので継続して欲しい。 
 
○市のイベントとして定着を見ており，市民参加型のスポーツとして参加者も年々増加している

ほか，観光面への寄与からも現行どおり継続が必要と認められる。なお，事故防止への十分な配

慮及び市民の積極的な参加方策を望む。 
 
○駅伝，マラソンの季節にあった大会だと思います。「市民の体力向上と健康増進を図る」ことを

目的にしているからには，市民の参加・増加のために働きかけをしていく必要があると思います。

（例えば”地区対抗”の部を入れるなど）笠間市の観光イメージアップに貢献…遠方からの参加

者のために観光協会の「笠間発見伝」とタイアップして，”宿泊・観光を含めたマラソン大会参加”

のコースができないか。 
（笠間稲荷神社周辺の商店主から意見をいただきました。 
 ランナーがどちらの方向から来るのかがわからなかった。「何時頃～何時頃まで」がわからず，

何時に出て行って，いつまで見ていたらいいのか困った。コース周辺地区には，特別にお知らせ

を出すことも必要なのではないでしょうか。） 

 
６．外部評価に対する改善等の取り組み 

〔事故防止への十分な配慮〕 
 開催については，交通安全マニュアルを作成し，笠間警察署と協議しながら進めてまいります。

また，警備会社と連携を密にとり，交通安全に努めてまいります。 
笠間消防署からの指導で，平成２２年度からＡＥＤを装備いたしました。 
〔笠間稲荷神社商店主から〕 
 笠間稲荷神社商店街については，平成２２年度同様話し合いを行い，パンフレット等で周知徹

底して行きたいと思います。 
 



 
〔コースについて〕 
 平成２２年度初めて稲荷神社前を通るコースで開催いたしました。 
ランナーからは多くの地元の方々から応援いただき元気付けられた等の意見もありました。 
問題点もありますので，今後関係機関と協議してまいります。また，観光ＰＲについても，関係

機関及び観光協会と連携しながら取組んでまいります。 
 

 


